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氏 名 森 田 周 吾 
（論文審査の結果の要旨） 
本論文は、金属合金の鋳造プロセスにおいて偏析の形成原因の一つとして指摘さ
れている固液共存体の変形について、その場観察による変形機構およびその機構に
基づいた物理モデルについて研究した成果をまとめたものであり、得られた主な成
果は次の通りである。 
１． Al-Cu 合金の固液共存体の変形を時間分解・その場Ｘ線イメージングにより観察
し、固液共存体の変形では液相により分断された固相粒子の再配列が変形を担
い、その再配列が変形の局在化と固相率の低下を起こすことを明らかにしてい
る。これらの成果はモデルの構築においてきわめて有用な知見である。 
２． 観察により明らかになった固相粒子の再配列を抽象化し、二流体モデルに導入し
た基礎式を提案している。安定性解析により、構築したモデルは変形の局在化に
よる偏析形成を再現できる。従来にない偏析形成の物理モデルの構築に成功して
いる。 
３． 基礎式の数値解法を検討した上で、固液共存体の変形において変形の局在化と偏
析の形成を数値計算により再現できることを示している。さらに、偏析形成に影
響する物性やパラメータについても検討しており、偏析形成のシミュレーション
につながる成果である。  
４． 工業的に利用されている遠心鋳造プロセスにおける同心円状の偏析帯の形成機
構を明らかにするため，単純化したモデルを考案して数値計算を行っている。鋳
型の回転にともなう重力方向の変化により生じる、振動に類似した対流が偏析を
形成する可能性があることを明らかにした。偏析低減のための指針を考える上で
有益な知見である。 
本論文は、固液共存体の変形機構の解明、物理モデルの構築、さらに変形の局在化・
偏析形成の数値計算による再現を系統的に明らかにし、鋳造プロセスの設計・改善に
おいて有益な成果を得ている。本論文の内容は学術上、実際上寄与するところが少な
くない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。ま
た、平成２７年２月２０日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、
申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規定第１４条第２項に該当するものと判断し、公表
に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
